






◆学費等

Web出願について

出願情報を入力する

※制服代は別途（冬上下、夏上下、カーディガン、ネクタイなど　約85,700円）。
※①～⑦は5月下旬・８月下旬・１２月下旬の３回に分けて納入。 ※③および④は、学年・コースによって異なります。

※A４サイズの白い用紙にカラー印刷、「受験票」「志願票」を切り離して両方を入学試験当日必ず持参してください。
　「志願票」は当日お預かりします。

検定料のお支払い
各種クレジットカード・コンビニエンスストア・
ペイジーでのお支払方法が選べます。

検定料支払完了メールの確認

受験票の印刷

支払決済完了後、マイページに「受験票」のボタンが表示されます。

送付されたメールに記載されているリンクURLまたはマイページより「受験票」「志願票」の印刷を行なってください。
コンビニエンスストアでも印刷できます。

VISA／Master／JCB／
AMEX／Diners Club

セブンイレブン／ローソン／
ファミリーマート／ミニストップ／
デイリーヤマザキ／セイコーマート

インターネットに接続しているパソコン（スマートフォン・タブレット）で本校公式ホームページ
https://www.osk-ohtani.ed.jp/ のリンクから出願サイトにアクセスしてください。

◆ 縦４：横３の比率のデジタルデータ
　（データサイズは3MBまで）
　 推奨サイズ 600×450pixel
　  ※横幅250pixel以上の低画質でないもの
◆ ６か月以内に撮影
◆ 正面・無帽・無背景・肩口まで写っている
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写真データ（カラー）

ご利用いただけるコンビニ

◆帰国子女入試について ※出願前に御連絡ください

◆保護者に同伴して２年以上海外に在留した経験を持ち、かつ帰国後１年を経ていない者（２０２4年３月までに帰国予定の者も含む）。
◆保護者宅より通学する者。

※下記の書類を添えて、帰国子女受験資格の認定を取得してください。
［必要書類］ ①海外在留を証明する書類　②海外在留時の最終在籍校が発行する在籍証明書（またはこれに準ずるもの）

受験資格

◆当日の合計得点を1.1倍して選考。優遇措置

計  約480,000円

計  約920,400円

◆検定料

◆受験生・保護者の個人情報の保護について

全日程　20,000円 ※一次Aと同時出願する場合のみ、下記の検定料となります。

一次Aと同時出願する日程

一次A+

一次B

一次B+一次C+二次
一次C+二次
一次B+二次
一次B+一次C
二次
一次C

出願数 検定料

2 30,000円

3 40,000円

4 50,000円

「個人情報の保護に関する法律」の施行にともない、当学園では個人情報の取扱について「個人情報保護の基本方針」を定め、それ
に基づいた「個人情報保護に関する規程」を制定しております。入学試験の出願に際して、受験生から提供された個人情報は、受験生
への連絡や入学試験データおよび入学者データとして利用し、適正な管理と保護に努めます。また、合否結果は、次年度以降、受験
用資料作成のために、他の教育機関に提供することがあります。この件に関しては、出願時に同意をとらせていただきます。

準1級以上実用英語技能検定

400点満点

240点満点

2級 準2級 3級 4級

※出願後、資格や得点を証明するもの(合格証書などの写し）を入試広報部宛に簡易書留にてご郵送ください（1月12日（金）必着）。
   複数回受験予定の方は、書類の送付は一度で構いません。
※ＴＯＥＩＣやＴＯＥＦＬなど、実用英語技能検定以外の資格については、ＣＥＦＲをもとに評価しますので、入試広報部にお問い合わせください。
※一旦提出された書類は返却できません。予めご了承ください。

◆特待生制度：授業料免除（原則６年間）
医進コースで出願、全日程における成績優秀者約30名（複数回受験可）。

◆姉妹優遇措置：入学金免除
受験生の姉が中１～高３に在籍中、または大谷高等学校を卒業している場合。
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◆複数回受験による加点：全コース
入学試験を複数回受験した場合、２回目以降の試験から合計得点にそれぞれ10点加点。

◆実用英語技能検定等の資格による加点：全コース・全日程

入試特典

入試広報部  ☎06-6661-0385 （平日 9：００～16：00  土曜 ９：０0～12：００ ※12/29～1/3は除きます）

スマートフォン・PC・タブレットから
出願可能です

① 「はじめての方はこちら」のボタンからメールアドレス登録に進みます。
② 自動返信のメールを確認し、名前・パスワードを登録するとマイページができます。
※学校説明会やプレテストで１度登録をしている受験生は登録の必要がありません。

① マイページの「出願用顔写真を登録する方はこちら」から顔写真
　 データを登録して「新規申込手続きへ」をクリックしてください。
② 画面の指示に従い申込内容を選択し、「お支払い画面へ」を
　 クリックしてください。
※「保存して中断する」ボタンを押すとマイページから「申込内容確認書」が印刷できます。
※複数出願する場合は繰り返し追加を行います。

① 「お支払い方法」を選択し、「確認画面へ」をクリックしてください。
② 画面の指示に従いお支払い手続きを進め、「上記内容で申込む」
　 をクリックしてください。
③ 登録したメールアドレスに申込受付メールが届きますので、記載
　 内容を確認して期間内にお支払いください。
※いずれの支払い方法でも検定料とは別に手数料がかかります。ご了承ください。

※支払いが完了するまで表示されません。

ご利用いただけるクレジットカード

本校ホームページ出願サイトへアクセス、マイページをつくる

合格時必要経費

年間納付金

※（Ａ）：入学手続き日納入。　（B）：制靴・制鞄・体操服・副教材等として２月上旬に納入。　（C）：2月上旬に納入。　（D）：2月上旬に納入。

（A）入学金
（B）指定商品等購入費
（C）学習諸費
（D）タブレット購入代金

200,000円
約120,000円
40,000円

約120,000円

①授業料
②施設設備費
③学習諸費
④積立金
⑤ＰＴＡ会費
⑥生徒会会費
⑦講習費

612,000円
30,000円

約120,000円
約120,000円
14,400円
4,000円
20,000円

＜校外学習・副教材・模試等＞

＜宿泊行事費用等＞

＜平常（７限目等）・夏期・冬期・春期に実施＞
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23年度出題分野

23年度出題分野

23年度出題分野

　例年通り大問１が物語文（文学的文章）、大問２が説明文（論理的文章）、
大問３が言語知識に関わる問題という３題構成でした。出題内容もそれほど
大きな変化はありません。選択肢の問題が最も多いですが、抜き出し・記述
（長・短）など様々な形式で出題をしています。記述式の問題については、
20字～80字程度の内容を最も多く出題しています。
　大谷中学校の国語で合格点をとるためには、漢字の読み書きやことばの
知識を充実させることが重要です。漢字問題では小学校で学習した漢字を
正確に書けるようにすることが大切です。ことばの知識を増やすために、日常
から辞書を活用してください。読解の問題についても難易度はさまざまで、
それほど高度な読み取りを必要としない問題も含まれています。ですから試験
当日はわかる問題から解いていくようにしましょう。記述問題は一朝一夕に
できるようにはなりません。長い時間をかけて、「設問の意味を読み取る」
「実際に自分で答えを書いてみる」「自分の答案をチェックする（してもらう）」
過程をたどり、少しずつレベルアップしていきましょう。
　基本問題を落とさずしっかり正解できる力を養いつつ、集中力を切らさず
長い文章を読む訓練も大切にしてください。

（選）…選択肢  （抜）…抜き出し  （記）…記述

　形式は例年通りで、大問１は基本的な計算問題・大問２は文章題・大問３
は図形・大問４～７はいろいろな分野からの出題です。難易度は、大問１～３
及び大問４～７の各問題の前半の小問は、基本的な問題が中心となるため、
典型的な問題を確実に解けるように反復練習してください。途中式や考え
方を記述するような問題はありません。問題を解くときに、問題文の読み間
違いや計算ミス、ケアレスミスなどをしないように普段から気を付けて取り
組んでください。例年よく出題される速さの問題や場合の数、規則性の問題
など過去に出題された問題に取り組み、出題傾向や時間配分なども練習
しておきましょう。

　昨年と同じように１～３の三題構成です。（※24年度入試は二題構成）
出題内容は例年通りグラフや資料の読み取り、受験生のみなさんの自由な
発想を問うものまで多岐にわたっています。
　未来力の問題に取り組むにあたって、次のようなことを大切にしてくだ
さい。一つ目に、文章をていねいに読み取り、何を問われているのかを正確
に理解する力を身につけることです。答え方を間違うと問題を理解できて
いても点数が伸びません。国語の学習も大切にしてください。二つ目に、
文章を書くことを苦にしない気持ちを持つことです。未来力はそれぞれの
問題で多くの解答字数を必要とします。文章を書くことを苦手としている

　例年通り、物理・化学・生物・地学分野の4分野から、今年度は物理・化学・
地学は大問2問、生物は大問1問の計7問を出題しました。どの分野も基本的
な問題を中心に出題し、全体的に良くできていました。地学分野では、わく星
と金星の見え方に関する出題で、わく星全般のことは全体的によく出来て
いました。また、流水のはたらきに関する出題では、漢字間違いでの減点
が見られました。
 物理分野では、物質の三態（状態変化）およびレンズに関する問題で、レンズ
では図をかいて考えると正解にたどりつける問題でしたが全体的に正答率
が低かったです。化学分野では、もののもえ方 および酸とアルカリの中和に
関する出題で、基本的な問題はよく出来ていましたが、計算問題は正答率が
低かったです。生物分野では、腎臓のはたらきに関する出題で、思考力を問う
問題を出題しましたが、比較的よく出来ていました。基本的な問題から思考力
を問う問題まで幅広く出題し、難しい問題はあったものの、全体的によく

各教科講評と出題分析（１日目）

人では、この試験に太刀打ちできません。短文でよいので、日ごろから意識して
「書く」習慣を身につけましょう。三つ目に、身の周りのことに普段から注意を
よく払っておくことです。全く知識や情報がないと文章を展開することが難しく
なります。新聞やニュースに触れ、時事問題に興味を持ってください。また試験
時間は40分ですので、知識や情報がないまま受験に臨むと、時間が足りなく
なり、折角考えた解答を書く時間がなくなってしまいます。
　最後になりますが、未来力のような試験には慣れていない人も多いと思
いますので、例年11月頃に行われるプレテストを上手に利用して勉強する
ことを併せてお勧めします。

23年度入試

※全日程素点データ（各科目平均点は、複数回受験および英語検定の加点なし）
※合格者最高点と最低点は、複数回受験による10点加点、英語検定による加点も含む場合がある

◆20２3年度入試 合格者平均点
総出願数 876名 合格者 647名

◆教科型受験生
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2023年度 入試結果

国語 社会

未来力

算数

理科

①物語文
〔語彙（選）、指示語理解（記）、
心情理解（選・抜）、脱文補充
（選）、内容理解（記）〕

②説明文
〔語彙（選）、空欄補充（選）、指示語
理解（選）、内容理解（選・記）〕

③言語事項
〔漢字（選）、慣用句（記）、熟語の
構成（選）、論理力（選）〕

①物語文
〔慣用句（選）、脱文補充（選）、
内容理解（記）、心情理解（選・
記）、表現理解(選）〕

②説明文
〔内容理解（選・記・抜）、空欄補充
（選・記）、比喩内容（抜）〕

③言語事項
〔複合語(記）、漢字(記)、語彙
（選）〕

■ 一次Ａ ■ 一次B

①計算、一行問題
②基本的な文章題
③平面図形（角の大きさ・面積）
④仕事算
⑤場合の数
⑥流水算
⑦点の移動に関する問題

①計算、一行問題
②基本的な文章題
③平面図形（角の大きさ・面積）
④通過算
⑤場合の数
⑥規則性の問題
⑦図形の比に関する問題

■ 一次Ａ ■ 一次B

①わく星と金星の見え方
②流水のはたらき
③物質の三態（状態変化）
④レンズ

■ 一次Ａ

できていました。
　勉強法としては、過去の問題に取り組み、得点源になるところは確実に
おさえ、用語もしっかり整理しておくようにしてください。

⑤もののもえ方
⑥酸とアルカリの中和　　
⑦腎臓のはたらき

23年度出題分野

①地理分野　
世界地図、日本地図を利用した問題

②歴史分野　
Ⅰ古墳時代
Ⅱ飛鳥時代～平安時代

③歴史分野
Ⅰ江戸時代　Ⅱ明治時代　
Ⅲ昭和時代

④公民分野　
Ⅰ政治の仕組み　Ⅱ社会保障制度

　前半は世界地図を利用した問いを出題しました。大陸名や国旗に関するに問題は非常に
よくできていました。原油の主要生産国に関するグラフを読み解く問題も非常によくできて
いました。赤道の位置に関する問いには苦戦した受験生も多かったようです。後半は日本
地図を利用した問いを出題しました。松山市や伊勢神宮など記述問題（漢字の書き取り）
に苦戦した受験生が多かったようです。

≪地理分野≫

　記述問題が１０問出題されたことから漢字ミスによる失点も多く見られました。上方の歴史について「元禄文化」や「人形浄瑠璃の上演風景」などを問う問題
については正答率が低くなりました。大阪の文化にもアンテナをはって生活を送って欲しいと思います。江戸時代以降の歴史問題において、「富岡製糸場」や
「GHQ」など歴史用語を問う問題についてはよくできていましたが、出来事を年代順に並びかえる問題については苦戦する受験生が多く見られました。

≪歴史分野≫

　多くの問題において正答率が高く、取り組みやすい内容だったようです。多くが記述問題であったにも関わらず、ほとんど漢字間違いも見られず、公民分野
に関する基礎的な知識を身に付けており、簡単な時事問題にもきちんと対応できていました。表やグラフを使った問いも出題されましたが、とてもよくできて
いました。

≪公民分野≫

　配点は地理、公民が各２０点、歴史が４０点、合計で８０点満点です。各分野で、地図やグラフ、資料、写真などを見て考える問いを立て、幅広く基本的な知識
を問う問題を出題しました。
　大谷中学校を志す皆さんは、どの分野においても基本的な用語をしっかりと覚えること（漢字の用語は正しい漢字で書けること）を心がけてください。
また、今後ますます必要とされる、文章やグラフや資料などを読みとって考える力も大切にしていって欲しいと思います。

■ 一次Ａ

※1 未来力一次A80点/一次B120点  ※2 24年度は未来力なし、1次A全コース共通 適性未来型のみ

※2

※2
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23年度出題分野

23年度出題分野

23年度出題分野

　例年通り大問１が物語文（文学的文章）、大問２が説明文（論理的文章）、
大問３が言語知識に関わる問題という３題構成でした。出題内容もそれほど
大きな変化はありません。選択肢の問題が最も多いですが、抜き出し・記述
（長・短）など様々な形式で出題をしています。記述式の問題については、
20字～80字程度の内容を最も多く出題しています。
　大谷中学校の国語で合格点をとるためには、漢字の読み書きやことばの
知識を充実させることが重要です。漢字問題では小学校で学習した漢字を
正確に書けるようにすることが大切です。ことばの知識を増やすために、日常
から辞書を活用してください。読解の問題についても難易度はさまざまで、
それほど高度な読み取りを必要としない問題も含まれています。ですから試験
当日はわかる問題から解いていくようにしましょう。記述問題は一朝一夕に
できるようにはなりません。長い時間をかけて、「設問の意味を読み取る」
「実際に自分で答えを書いてみる」「自分の答案をチェックする（してもらう）」
過程をたどり、少しずつレベルアップしていきましょう。
　基本問題を落とさずしっかり正解できる力を養いつつ、集中力を切らさず
長い文章を読む訓練も大切にしてください。

（選）…選択肢  （抜）…抜き出し  （記）…記述

　形式は例年通りで、大問１は基本的な計算問題・大問２は文章題・大問３
は図形・大問４～７はいろいろな分野からの出題です。難易度は、大問１～３
及び大問４～７の各問題の前半の小問は、基本的な問題が中心となるため、
典型的な問題を確実に解けるように反復練習してください。途中式や考え
方を記述するような問題はありません。問題を解くときに、問題文の読み間
違いや計算ミス、ケアレスミスなどをしないように普段から気を付けて取り
組んでください。例年よく出題される速さの問題や場合の数、規則性の問題
など過去に出題された問題に取り組み、出題傾向や時間配分なども練習
しておきましょう。

　昨年と同じように１～３の三題構成です。（※24年度入試は二題構成）
出題内容は例年通りグラフや資料の読み取り、受験生のみなさんの自由な
発想を問うものまで多岐にわたっています。
　未来力の問題に取り組むにあたって、次のようなことを大切にしてくだ
さい。一つ目に、文章をていねいに読み取り、何を問われているのかを正確
に理解する力を身につけることです。答え方を間違うと問題を理解できて
いても点数が伸びません。国語の学習も大切にしてください。二つ目に、
文章を書くことを苦にしない気持ちを持つことです。未来力はそれぞれの
問題で多くの解答字数を必要とします。文章を書くことを苦手としている

　例年通り、物理・化学・生物・地学分野の4分野から、今年度は物理・化学・
地学は大問2問、生物は大問1問の計7問を出題しました。どの分野も基本的
な問題を中心に出題し、全体的に良くできていました。地学分野では、わく星
と金星の見え方に関する出題で、わく星全般のことは全体的によく出来て
いました。また、流水のはたらきに関する出題では、漢字間違いでの減点
が見られました。
 物理分野では、物質の三態（状態変化）およびレンズに関する問題で、レンズ
では図をかいて考えると正解にたどりつける問題でしたが全体的に正答率
が低かったです。化学分野では、もののもえ方 および酸とアルカリの中和に
関する出題で、基本的な問題はよく出来ていましたが、計算問題は正答率が
低かったです。生物分野では、腎臓のはたらきに関する出題で、思考力を問う
問題を出題しましたが、比較的よく出来ていました。基本的な問題から思考力
を問う問題まで幅広く出題し、難しい問題はあったものの、全体的によく

各教科講評と出題分析（１日目）

人では、この試験に太刀打ちできません。短文でよいので、日ごろから意識して
「書く」習慣を身につけましょう。三つ目に、身の周りのことに普段から注意を
よく払っておくことです。全く知識や情報がないと文章を展開することが難しく
なります。新聞やニュースに触れ、時事問題に興味を持ってください。また試験
時間は40分ですので、知識や情報がないまま受験に臨むと、時間が足りなく
なり、折角考えた解答を書く時間がなくなってしまいます。
　最後になりますが、未来力のような試験には慣れていない人も多いと思
いますので、例年11月頃に行われるプレテストを上手に利用して勉強する
ことを併せてお勧めします。

23年度入試

※全日程素点データ（各科目平均点は、複数回受験および英語検定の加点なし）
※合格者最高点と最低点は、複数回受験による10点加点、英語検定による加点も含む場合がある

◆20２3年度入試 合格者平均点
総出願数 876名 合格者 647名

◆教科型受験生
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2023年度 入試結果

国語 社会

未来力

算数

理科

①物語文
〔語彙（選）、指示語理解（記）、
心情理解（選・抜）、脱文補充
（選）、内容理解（記）〕

②説明文
〔語彙（選）、空欄補充（選）、指示語
理解（選）、内容理解（選・記）〕

③言語事項
〔漢字（選）、慣用句（記）、熟語の
構成（選）、論理力（選）〕

①物語文
〔慣用句（選）、脱文補充（選）、
内容理解（記）、心情理解（選・
記）、表現理解(選）〕

②説明文
〔内容理解（選・記・抜）、空欄補充
（選・記）、比喩内容（抜）〕

③言語事項
〔複合語(記）、漢字(記)、語彙
（選）〕

■ 一次Ａ ■ 一次B

①計算、一行問題
②基本的な文章題
③平面図形（角の大きさ・面積）
④仕事算
⑤場合の数
⑥流水算
⑦点の移動に関する問題

①計算、一行問題
②基本的な文章題
③平面図形（角の大きさ・面積）
④通過算
⑤場合の数
⑥規則性の問題
⑦図形の比に関する問題

■ 一次Ａ ■ 一次B

①わく星と金星の見え方
②流水のはたらき
③物質の三態（状態変化）
④レンズ

■ 一次Ａ

できていました。
　勉強法としては、過去の問題に取り組み、得点源になるところは確実に
おさえ、用語もしっかり整理しておくようにしてください。

⑤もののもえ方
⑥酸とアルカリの中和　　
⑦腎臓のはたらき

23年度出題分野

①地理分野　
世界地図、日本地図を利用した問題

②歴史分野　
Ⅰ古墳時代
Ⅱ飛鳥時代～平安時代

③歴史分野
Ⅰ江戸時代　Ⅱ明治時代　
Ⅲ昭和時代

④公民分野　
Ⅰ政治の仕組み　Ⅱ社会保障制度

　前半は世界地図を利用した問いを出題しました。大陸名や国旗に関するに問題は非常に
よくできていました。原油の主要生産国に関するグラフを読み解く問題も非常によくできて
いました。赤道の位置に関する問いには苦戦した受験生も多かったようです。後半は日本
地図を利用した問いを出題しました。松山市や伊勢神宮など記述問題（漢字の書き取り）
に苦戦した受験生が多かったようです。

≪地理分野≫

　記述問題が１０問出題されたことから漢字ミスによる失点も多く見られました。上方の歴史について「元禄文化」や「人形浄瑠璃の上演風景」などを問う問題
については正答率が低くなりました。大阪の文化にもアンテナをはって生活を送って欲しいと思います。江戸時代以降の歴史問題において、「富岡製糸場」や
「GHQ」など歴史用語を問う問題についてはよくできていましたが、出来事を年代順に並びかえる問題については苦戦する受験生が多く見られました。

≪歴史分野≫

　多くの問題において正答率が高く、取り組みやすい内容だったようです。多くが記述問題であったにも関わらず、ほとんど漢字間違いも見られず、公民分野
に関する基礎的な知識を身に付けており、簡単な時事問題にもきちんと対応できていました。表やグラフを使った問いも出題されましたが、とてもよくできて
いました。

≪公民分野≫

　配点は地理、公民が各２０点、歴史が４０点、合計で８０点満点です。各分野で、地図やグラフ、資料、写真などを見て考える問いを立て、幅広く基本的な知識
を問う問題を出題しました。
　大谷中学校を志す皆さんは、どの分野においても基本的な用語をしっかりと覚えること（漢字の用語は正しい漢字で書けること）を心がけてください。
また、今後ますます必要とされる、文章やグラフや資料などを読みとって考える力も大切にしていって欲しいと思います。

■ 一次Ａ

※1 未来力一次A80点/一次B120点  ※2 24年度は未来力なし、1次A全コース共通 適性未来型のみ

※2

※2
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